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1. はじめに
日本のサブカルチャーの代表ともいえる漫画は私たちの周りにあふれている。原作で
ある小説やライトノベルが漫画として新たな作品になることも少なくない。日本の文化
の1つとして脚光を浴びる漫画では、読者の注目の大半を占めるのはストーリーやそこ
に描かれた人物や物、景色などのイラストである。そして、それらを理解しやすくした
り強調したりするために用いられるのがオノマトペである。四方田（1994, pp.100-104）
は、一昔前の漫画のオノマトペは種類も使用頻度も少なく、場面や状況によって使うも
のがある程度決まっており、漫画作家はオノマトペを使用することに消極的であったと
述べている。しかし、今日では実に多様なオノマトペが自由に取り入れられ、日本の漫
画の大きな特徴となっている。
本論は、漫画のオノマトペが作品としての漫画の表現力にどのように寄与するのかを
明らかにすることを目的とする。研究を進めるにあたり、シリーズ累計600万部を突破
した有川浩の人気作品『図書館戦争』シリーズ第1巻の漫画化作品および原作の小説を
取り上げた。
2. 調査資料と調査方法
小説を原作とした漫画作品、弓きいろの『図書館戦争 LOVE&WAR 1』より抽出し
たオノマトペと、原作の小説である有川浩『図書館戦争 図書館戦争シリーズ①』（初版
刊行は2006年）の内容の対応する部分を特定し、状況や登場人物の思いがどのように表
現されているかを比較する。漫画ではカットされている場面における小説での表現や、
小説のみあるいは漫画のみで取り上げられている場面のオノマトペおよび文章は調査対
象外とした。
『図書館戦争』は、公序良俗に反するという口実のもと多くの本が不当に良化特務機関
によって排除されてしまう世界を舞台に、主人公たち図書隊員が本を守ろうと銃を取り
奮闘する物語である。主な登場人物は主人公の笠原郁、笠原の教官である堂上篤、笠原
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の友人であり同期の柴崎麻子、笠原の同期でありライバルでもある手塚光、笠原や堂上
の上司の玄田竜助である。
3. 調査結果
コミック版で使われていたオノマトペは次の3つに分類することができた。
A. 原作の対応場面の描写にオノマトペが加えられているもの
B. 原作の対応場面の記述をオノマトペに置き換えているもの
C. オノマトペと原作の対応場面以外の部分の情報との関連が見られるもの
以下、それぞれの事例を挙げ、オノマトペ使用の効果を考える。
3.1. 原作の対応場面の描写にオノマトペが加えられているもの
同じ場面の描写において、漫画に登場するオノマトペが小説では直接的には表現され
ていないものとしては、人物が登場する時の衝撃、動作に伴う音、人物の気持ちの変化
を表す例が見つかった。ここでは、「ドン！」「カチャ」「ぴきぴきぴき」の3例を取り上
げる。
人物や対象物の迫力やインパクトを強調する「ドン！」は様々な漫画で目にするオノ
マトペである。しかし、多様な言葉で人物や場面の様子を形容できる小説ではめったに
使われることはない。図書館戦争の漫画（p.6）では人物が登場するときの強調として
「ドン！」が使われているが、小説（p.8）では前文との行間を空けて場面を変え、一文
目にその人物のセリフを投入することによって迫力を表すと同時に新しく登場した人物
であることを表現している。展開のインパクトを合図する効果がうかがえる。
「カチャ」は無線機を手に取るところ（p.80）に使われていた。実際に現実でこの行動
をしたとしても「カチャ」という音は鳴らないだろう。漫画では手に握られた無線機の
みが描かれており、もしこのオノマトペが無かったらただ手に持っているだけで取り出
したという動作があるとはわからない。だからといって、ただでさえ分量には限りがあ
るのだからこの動きのためだけに貴重なコマを割くのは得策ではない。現実音に沿わせ
ず、あえて誇張したオノマトペを選択することで静止画に動きを与え、映像とは違いそ
の一瞬しか表現できない漫画の難点をうまく補っている。小説（p.62）では、「腰のベル
トに付けていたポータブルの無線機を取る。」という表現がされている。
「ぴきぴきぴきぴき」は、暴走し突っ走ってしまった笠原に対する堂上の怒りの場面
（p.92）で使われている。小説（p.68）では上記の「ドン！」の例と同じように、行間
を空け場面を切り替えてから第一文に「アホか貴様！」というセリフを持ってくること
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で語気の強さを示している。一方、漫画のオノマトペは単なる怒りを表しているだけに
留まらない。まず、「ぴき」という音を繰り返すことによって怒りの感情が蓄積されてい
く様子がうかがえる。字の大きさも4つ目の「ぴき」にむかってだんだん大きくなって
おり、最後の「ぴき」は堂上の絵に重なるように縁を白で囲った刺々しい黒字で書かれ、
怒りが爆発寸前である様を描写したうえで次のコマの「アホか貴様！！！！」という堂
上のセリフを引き立てている。漫画では本来断片的であるはずの各コマを一貫した一つ
の流れに変えるために様々な工夫が施され、そこにオノマトペが活用されている。
3.2. 原作の対応場面の記述をオノマトペに置き換えているもの
漫画はイラストによって言葉による説明の少なさを補い、小説は視覚的な情報がない
ことを文章による詳細な記述でカバーしている。これは漫画と小説のどちらにとっても
大きな強みであり、そして同時に弱みにもなりうる。その弱点を埋め合わせている例の
一つとして「ぎゃあぎゃあ」（p.93）をあげる。これは良化特務機関の検閲によって回収
されかけている本を笠原が守ろうと「見計らい権限」を執行すると宣言したが、笠原の
階級ではその権限を持っておらず、敵である良化隊に馬鹿にされるという醜態をさらし
たことに対して堂上が説教をする場面である。小説（p.68）では、その権限がどのよう
なもので誰が執行できるかという座学の基本を笠原に怒鳴りつつ再度確認させている。
笠原への叱責と同時に読者に対しての物語の世界観の詳細な解説という役割も果たして
いるこの箇所であるが、漫画にはその会話をすべて入れられるだけの空間の余裕はない。
そのため「ぎゃあぎゃあ」というオノマトペを代用してセリフの一部を割愛すると同時
に、書かれているセリフ以上に実際は事細かく説教されていることを読者に印象付けて
いる。また、イラストの占める面積が小さく状況が読みづらいという泣き所を、絵と同
じくらいかそれ以上にオノマトペを目立たせることで分かりやすく人物や出来事の特徴
を抽出するという効果も見られる。
「じたばたじた」（p.133）も「ぎゃあぎゃあ」と同様の用法で用いられている。普段
怒ってばかりの堂上に優しい言葉をかけられ調子が狂ってしまう笠原の描写で、小説
（p.97）では「しどろもどろになって堂上の前を逃げ出した。」と書かれている。一方、
漫画では「堂上教官ってちょっとかっこよくない？」という当時は全く同意できなかっ
た柴崎の言葉が回想として導入されており、それを思い出してしまったことへの羞恥に
悶えるシーンとして「じたばたじた」というオノマトペが使用されている。新書版の漫
画の大きさは縦14.7cm、横11.2cmで1ページあたりの面積としては約165cm2である。
「じたばたじた」が入っているコマは約9 cm2内で描かれており、比率にするとおよそ
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18分の1になる。オノマトペを有効に活用することで、この限られたごくわずかなス
ペースで笠原の様子や心情を一度に表現することに成功している。
大幅に省略された文章と、写真のようにその一瞬しか表せないイラストとで物語を進
めなくてはならない漫画にとって、一コマに流れや複数の動きを組み込むのは非常に重
要なことであり、それを助けているものの一つがオノマトペであると言えるだろう。次
の各例でも小説で描写された感情・行動の特徴が簡潔なオノマトペに置き換えられてい
る。
表1 漫画のオノマトペとそれに対応する小説での表現
漫画での表現（オノマトペ） 小説での表現（文章）
カッチーン（p.20）
その言い草が郁を逆なでする。うわームカ
ツク（略）（p.24）
ゴオ（p.43） 郁の顔は渋くなった（p.48）
ゴオッ（p.83）
追いかけられても追いつかれない自信は
あった。（p.64）
バッ
スルスル～
ボフ！（p.122）
思い切りよく飛び出して（p.90）
ト・・・
ス・スス・・・
ボフ・・（p.124）
手塚は精彩を欠いた（p.90）
オノマトペというと音や状態を表すイメージが強いが、イライラやワクワクのように
人の感情を表すものもある。「カッチーン」に対応する小説の部分では「言い方」に「言
い草」というマイナスの意味の言葉を選んでいる点や「逆なでする」という言葉により
笠原の苛立ちが叙述されており、その後に続く話し言葉のような心理描写によって苛立
ちの大きさを読み取ることができる。この苛立ちの度合いをたった一つのオノマトペで
表すために表記の仕方に工夫がされている。本来は「かちんと来る」というように「か
ちん」が一般的であるが、促音や長音符を取り入れ辞書に載っている語とは異なる表記
をしている。このように、あえて語形を変化させることによってその状況の雰囲気を醸
し出している。
漫画やアニメ特有の手法として、動作や状況、感情などを大げさに描くことで、ドラ
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マなどの人による演技や、文章だけではなかなか出せないコミカルな演出をすることが
しばしばある。ここでは2つの「ゴオ（ッ）」を例にあげる。1つ目は嫌っている堂上が
会話に出てきた際の笠原の様子である。小説の表現をそのまま漫画にするとしたら「ゴ
オ」というオノマトペはいささか大げさである。コマのイラストを見ても、髪は逆立ち、
コマの外側から笠原に向かって筆ではらったような線が四方八方から集まっており、そ
こに「ゴオ」が添えられることで、笠原から黒いオーラのようなものが放出されている
コミカルな演出となり、いかに堂上のことが嫌いなのかがわかる。
2つ目の「ゴオッ」は、笠原が駆け出し上司である玄田が全く追いつけないというシー
ンである。先ほどの例と同じように、オノマトペ単体で考えると「ゴオッ」は人が走る
様子を充てるのに似つかわしくない。どちらかというと飛行機やロケットなどかなりの
速度が出る人工的な物の印象が強い。しかし、だからと言って笠原がロケットと同じ速
度で走っていると勘違いしてしまう読者はいないだろう。アニメのように動きがなく、
小説のように文章による細かな説明も許されない漫画では、誇大な表現を取り入れるこ
とで読者が抱く印象をうまく調整していると言える。
文字数や分量の関係上、小説より簡略化されることが多い漫画だが逆の例が見られた。
表の「バッ」から「ボフ・・」までの6つのオノマトペは塔から降下を行う訓練の様子
で、前半3つが笠原の描写、後半3つが手塚のものである。塔から飛び出す・降下・着
地の流れを3つのコマに分けて描いている。行っていることは2人とも同じなのだが、
使われているオノマトペや記号は異なり、2人の動きの対比がされている。前半3つは
促音や感嘆符、「～」という記号が取り入れられており、笠原の動きに勢いがあり、かつ
スムーズであったことが読み取れる。一方後半3つのオノマトペはすべての語尾に「・」
が付いており、2つ目には文字と文字の間にも「・」があり流れが途切れてぎこちない
印象を受ける。同じ動作であっても違うオノマトペを用いることで、動きの特徴の違い
を明確に表していることがわかる。また、あえて小説より詳しい描写をすることで2人
の対比を効果的に表現している。小説ではただ「精彩を欠いた」という結果があるだけ
で手塚の動きは書かれていない。もし漫画で同じような構成にしたら、何とも味気のな
い対比になってしまうだろう。
3.3. オノマトペと原作の対応場面以外の部分の情報との関連が見られるもの
同じ場面・流れ・人物の動作でありながらオノマトペに小説の他の部分との対応が読
み取れる場合もある。
「ぎゅっ」（p.28）は笠原が良化隊に回収されそうになった本を上着の下に隠し、本を
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持つ手に力を込めるという場面である。小説（p.35）では制服のブレザーの下に本を隠
したという説明はあるものの、本を持つ手に力を込めたという描写はされていない。小
説の該当箇所の前後には、笠原のその本に対する思い入れが数ページにわたって書かれ
ている。読書は好きだったが、男勝りな性格ゆえに、友人たちから「似合わない」と何
度もからかわれたという過去の嫌な経験や、その本の情報を長い間チェックし続けてい
るほど読みたかった本であることなど、詳細なバックグラウンドが紹介されている。こ
の「ぎゅっ」には、本を持つ手に力を込めるという動作あるいは音などの、語彙が本来
持つ意味に加えて、大好きでずっと読みたかった本を理不尽な理由で不当に処分されて
しまう状況から守りたいという強い思いが同時に含まれている。しかし、漫画にはその
本が好きな理由や笠原の過去については、小説に比べ多くは触れられていない。これは、
漫画は文章量やページ数が限られており、小説の内容をそのまま表現できる容量がない
ためであると推測できる。『図書館戦争』という作品を漫画で初めて読む読者には、笠原
がその本が好きになった経緯はわからない。しかし、「ぎゅっ」というオノマトペを用い
ることで、ただ好きなだけでなく何か深い訳があることを間接的にほのめかしていると
考えられるだろう。小説ではエピソードの積み重ねで伝える情報をオノマトペ一語から
想像させていることがわかる。
「ぎゅっ（と）」を講談社の『擬音語・擬態語辞典』（山口、2015）で引くと、①強く締
めたり、押しつけたりする様子、②とことんやっつけたり、やられたりする様子、③隙
間がなく詰まっている様子、というように複数の意味がある。多くの場合、いくつかあ
る意味のうちの1つを示すことが多いが、「ばたんとドアが閉まる」というように、ドア
が閉まるときの音とその様子など、同時に複数の意味を表すこともある。当たり前であ
るが、オノマトペは語彙であるため、その語自体は辞書に書かれているような一定の意
味しか持ち合わせていない。しかし、今回の研究によってこと漫画においては、オノマ
トペには辞書に記載されている意味以上の含意があることがわかった。
4. おわりに
以上のように、漫画のオノマトペにはその語自体がもつ意味に加えて、人物がその行
動に至った経緯（過去の経験にもとづく理由）や感情の機微など、直接的には書かれて
いないことをほのめかす役割が読み取れる。言い換えれば、辞書に記載されているよう
な一般的な意味ではなく、場面によって変幻自在に様々なニュアンスを醸し出すことが
できる。また、詳細に事細かく状況を説明するのではなく、読者に想像の余地を残すこ
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とも逆説的に作品のおもしろさにつながっている。小説と比べ情報量が圧倒的に不足し
てしまいがちな漫画にとって、一語に複数の意味や状況、背景などを集約することがで
きるオノマトペのもたらす効果は大きい。情報を簡潔に示す・静止画に動きを加えるな
どのように漫画の避けられない弱点を少なからずカバーすることに留まらず、小説の文
章では実現できない表現効果によって原作に近い世界を生み出すこともできるという点
からも、漫画におけるオノマトペは非常に重要な要素になっていると言うことができる
だろう。
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